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午前 10時 、平塚駅北口集合
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(昼食と若干のパス代を御用意下 さい)
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見学場所 :平塚市誓物館、1日東光寺跡、真土神社

真土公民館 傷日松木宅)、 松本墓地

野村県令報恩の碑、平塚宿関係
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0良浜腫史得魏 会にっし、t.

烹澳歴島律学酢たく|ぎ、1撃撃手1額に「自由民確重牟紳晨夕|

飾委買薇二と書体に発足しましたと久の日々 感し魚茂雄域と

中|じこす3j叱製の暮盤と急 におき継 3地家の圧えと♂′ミこ

とざす。 現在ホ、月一日の「県貰安髪多長会二の動  (‐ t神奈
ノ|1彙え・資澤潮鶴』σ坤命わが中だざす」が、り風のよらなフィー

ルトワ_ク″講演会,雑艶の変行などめ落鰐色作,こし、くテ足
ぞす。 このラ_才 ニノし絆ラー7と推瑣ヒー人ざt参機製 え
■tSたたがさレヽわしヽざす。
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①真三阜件につして
真上事件は,   業の熱 σ燿そに勉 の瀦権とめ

`タ粧 し磁 手であろ。真繁 蔽 な :鷺年4在二鶴 階
転 4こしヽフ協象な勤 費行と喬仁ζt、たォす、夕      号
1晨り議を無のとをに能 の名諸臨 儀たとてιまし、、これが

危機鮒 と撫礎する結果になら【しまった
した1域寸(力嚇め質置島お趣 ビ勧鍛 じ硼 撻こし
様たな露ガの末、獲羨鵞姦迦 したとのの控訴著の東京上撃裁
だl錯争と鳳農範ヽヽし石,訪t≡た質置生達鶏は明静″:41炊

%日に私本邸麟 し、な本振盪燿請■以ヽ 二表ゥト人も綬書とん
一襲愛筵tた佳,海続・舞揮絡と申|とに珈 嘆廠 フ喘癬[ト
まさおこり:この運動応量赫亭猪晨ぐと協 寿夕ことになツi彗
参加若称 判蕨の後、罪―雪も減03えることになる。
しの真上事存につ漱てはF人闘嵌:Lル『紳瞼)|1県三`1鰤錯扁′助
‐に脚 介されておりt多くら人がそあ金独と知るここぶごき
るようになった。良浜歴比斜慨 ざlll県えの見料と生て議聾
こ諄討論を行レヽ、その学書の絶よこめとしてつ回のラィニノιド:り
―クと亀 した。
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礎左したこの集件の了又―ジとる種がよッ1劃どにもってくれるこ
とがどきれざまし、こ匙ぅQ
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